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はじめに 

 

本論は、本学の科┠である「こどもと音楽」୪ࡧに「こどもと音楽表現」に࠾ける学生の音楽的実

技習得向上に関する効果的指導法についての一⪃ᐹ࠾よࡧ一ᥦ言である。 

保育ᅬ・幼⛶ᅬ・こどもᅬの現場では、Ⓩᅬから降ᅬまで音楽的要⣲を多くその生活にྲྀり入れて

いる。ᅬ生活のᵝ々な場㠃に࠾いて音楽的要⣲をྲྀり入れることにより、ங幼ඣの言ㄒの発達や♫఍

ᛶのⱆ生え、運動機能や感ᛶをᘬきฟし㇏かに育成すること、また情⥴の育みをಁしていることは࿘

知の㏻りである。こどもの㇏かな感ᛶをいかにᘬきฟし育成していくかの過程に࠾いて、保育者の音

楽的㈨㉁能力ዴ何が深く関わることは言うまでもない。 

 

１．保育士養成課程における学生の現状 
本論にඛ立ࡕ、現在の幼⛶ᅬᩍㅍ・保育ኈ㣴成ㄢ程に学ࡪ学生の⫼ᬒとその一般的な現≧について

述べる。஧༑余年の間⚾立大学幼ඣᩍ育学科の音楽実技指導にᦠわってきた者として、変໬する学生

の㈨㉁に応じて指導内ᐜと指導方法との変᭦を余൤なくされた。学生の㈨㉁の何が変わってきたの

か？ 

ここ２０年の間に大学幼ඣᩍ育学科の入ヨ㑅ᢤから実技ヨ験が๐㝖されてきているのがᗈく一般

的なഴ向である。(しかし、㠀ᖖ໅として関わってきた⚾立大学では、一᪦ᗫṆされた実技㑅ᢤが２

０１５年から AO 入ヨに㝈り෌導入されている)。このことによる指導現場での㢧著な現象とは、何

らかの鍵盤楽ჾの経験者あるいは何らかの楽ჾ経験者が年を㏣うࡈとにῶ少するとともに、音楽経験

が඲くⓙ↓で入学してくる学生が年々ቑຍしてきたということである。したがって、本学とᥦᦠして
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いる専門学校でサポート授業を行う上でも、「ピアノを弾く」という行為(運動と言い換えても良い)

が生まれて初めてである学生にとっては、数年という短期間内に保育現場で要求されるレベルのピア

ノ実技を習得することが、かなりの困難を伴うものであることを、日々の指導の中で直に経験するこ

ととなった。 

(１) ピアノを「弾く」とは何か？ 

この 20 年余り、特に 1990 年代以降、脳の大きさや機能を調べる装置と技術が飛躍的に向上した

ことにより、脳科学・身体運動学の分野からの研究が発展、新たな事象が検証されてきた。古屋晋一

氏がそれらの研究成果を自著の中で多数紹介している(注１)。幼少の頃からピアノに親しんできた学生

と入学後初めてピアノに向かう学生とが混在する群を同時に指導していく我々にとって、得るヒント

は多い。 

楽譜を見ながらピアノを演奏する過程を、シンプルであるが下記の①～④に示してみる。 

① 視覚的な感覚情報(記号としての楽譜を視る) 

                 ↓  

② 脳内の情報認知と処理(記号を物理的な音情報に変換し、相当する鍵

盤を特定する) 

  ↓ 

③ 脳からの運動伝達(左右 10 本の指を独立させて動かす指令) 

  ↓ 

④ 打鍵(音楽的な表現としてのピアノ奏法) 

 古屋氏の論述では、プロのピアニストと音楽家ではない人との比較検証は、上記経過の③④に相応

し、脳科学からの視点が特徴である。 

古屋氏によれば、幼少期のより速い時期からトレーニングを続けてきたピアニストほど、運動野の

神経細胞の数が多く、神経細胞の数が多ければ多いほど指をより早く動かすことが可能となる。また、

「同じ速さで同じ指の動きをしているにもかかわらず、活動している神経細胞の数はピアニストのほ

うが、音楽家ではない人よりも少ない」(注２)「運動の学習や、力やタイミングの調節に関わっている

脳部位(小脳)の体積を、ピアニストとピアノ初心者で比較した結果、ピアニストのほうが小脳の体積

が５％ほど大きいうえ、一日の練習時間が長いピアニストほど、小脳の体積が大きいということがわ

かり」(注３)、「小脳は一般に約１０００億個の神経細胞があると言われています。ということは、ピア

ニストは音楽家でない人よりも、単純に計算すると、小脳の細胞が 50 億個近く多いということにな

ります」(注４)。 古屋氏はまた、右効きの人の場合、動かしにくい左手の指の動きをつかさどる脳部

位の体積は音楽家でない人よりもピアニストのほうが大きく、さらに、ピアノを弾き始めた年齢が早

い人ほど、この部位の体積が大きいことが検証されていると述べている。他方、興味深い検証として

挙げているのが「大脳基底核の『被殻』と言われる脳部位が小さければ小さいほどより正確に、『被
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殻』が大きいほど演奏するときの指の動きが୙正確でࣛࣂつくことが報࿌されている」(注５)との記述

 。ࡔ

 幼少期からピアノを⥅続してトレーニングしてきた人の脳が、長年の練習によって」㞧で速い指の

動きを生みฟし᫆いように特Ṧな変໬を㐙げてきたこと。これまで長く経験的に࿘知されてきた「音

楽の早期ᩍ育と楽ჾ演奏能力との比౛関ಀ」が、現代の㧗ᗘな科学技術によって、脳のᵓ㐀と機能か

ら実証されたと言えるであࢁう。さらに多くの神経細胞をቑやし、指の動きにᑐしてより一ᒙ少ない

ーで、ピアノを弾くことに特໬した機能をᣢつように、ピアニストは脳をᵓ⠏してきたのでࢠルࢿ࢚

ある。 

 学生との関わりの日々の中で、上記の古屋氏の指᦬にẼ௜かされる場㠃は多い。ࣂイ࢚ル 20 ␒ྎ

の᭤であっても、左右の指を同時に独立させて動かす運動࡬の㞟中ᗘとࢿ࢚ルࢠーは大変なものであ

り、㢦㠃からは⁪のようにờが྿きฟし、鍵盤に手ờのỈ⁲が௜╔する程の学生が事実多くᏑ在する

のである。また、∦手ずつは弾けるようになっても୧手で弾くこと(左右のアンサンࣈル)に大変なⱞ

ປを要する学生も多い。練習の⥅続によって人がピアノ⏝に脳を特໬するまでの時⣔ิを᥎し㔞ると、

時間的に短ければ短いほど練習による習得能⋡は、ດ力やẼ合ではゎỴしきれない要ᅉとしての脳内

を⪃៖すべきであり、早期ᩍ育をཷけて程ᗘのᕪはあっても特Ṧ໬したピアノ⏝の脳をᣢ࣒ࢬニ࣓࢝

っている我々指導者は、඲くの初心者にᑐする指導として合理的・効果的な࣓ࢻࢵࢯをᶍ⣴・検証・

確立していかなければならない。 

(２)ᥦᦠ専門学校の学生の現≧について 

 ⚾が本学のサポート授業をᢸ当する専門学校は、2 年ไ・3 年ไ・4 年ไに分かれて࠾り計 200 ᙅ

ྡが在⡠している。それら在⡠学生に⡆単なアンࢣート調ᰝを行った(2017 年 6 ᭶実᪋。173 ྡのᅇ

⟅)。 

実に 42％の学生が඲くのピアノᮍ経験で入学してくるのである。さらに㧗校での音楽をも㑅ᢥし

てこなかった学生は඲体の 25％にཬࡪ。これは、ࢥースู・学年ูで多少のࣛࣂつきがありࣃーࢭ

ンࢸーࢪの㧗いとこࢁでは 30％、పいとこࢁで 15％となっている 

㧗校音楽㑅ᢥをしていない 25％のピアノᮍ経験者は、(１)の②のẁ㝵で㌑きを感じている。本学ࢸ

の譜ㄞみがᐜ᫆であると⟅えた学生は『ࣗࢪー࢙ࣇルࢯ こどもと音楽表現 ピアノ』スト࢟ 43 ྡ

中 2 ྡのみである。他 41 ྡは「右手(㧗音部譜表)も譜ㄞみがⱞ手、左手(ప音部譜表)も譜ㄞみがⱞ手」

(34％)、あるいは「右手(㧗音部譜表)はᐜ᫆ࡔが、左手(ప音部譜表)の譜ㄞみはⱞ手」(64％)と⟅えて

いる。実㝿の指導の場㠃では、音㧗の㓄ิ方向がᆶ直である大譜表からピアノのỈᖹ方向(鍵盤の左

から右方向࡬ pitch が㧗くなる)࡬の情報変換にかなりの時間を要するࢣースもẖ年見ཷけられる。 

「右手(㧗音部譜表)はᐜ᫆ࡔが、左手(ప音部譜表)の譜ㄞみはⱞ手」と感じている学生は、ピアノ

経験者でもかなりの数に上っている。ピアノ学習の⥅続期間が短い学生ほど譜ㄞみにⱞປして࠾り、

ピアノ経験者の༙数以上がప音部譜表の譜ㄞみをⱞ手と⟅える結果となった。 
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㸰．ᮏ学のᩍ育ࢆ㏻࡚ࡋ⩦ᚓࡏࡉるࡁ࡭▱㆑࡜ᢏ⬟ 
学生は、本学࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝を㏻して基本的な楽඾内ᐜとピアノ奏法を学ࡧ༞業していく。保育現場

にᑵき、保育者として音楽ᩍ育をᢸうとき、まず直㠃するのがこどものḷの弾きḷいである。 

๓述のような学生実ែを㋃まえた上で、ங幼ඣの㇏かな感ᛶをᘬきฟし育んでいくために、ᵝ々な

楽᭤のᵝ々な᭤᝿にᑐ応するピアノ伴奏の実㊶的ス࢟ルを向上させることが、在⡠中に果たして可能

であࢁうか？ 

  

�１�� 㡢程࡜࿴㡢のᩘ್໬� � � � �  

᪕ᚊ楽ჾあるいはኌ楽⏝にస᭤された楽᭤のその多くは、స᭤の時代ᵝᘧにより、そして特に、こ

どものḷの᪕ᚊは、࿴ኌ㐍行に஌って㐍行していく。ᚑって、弾きḷいの伴奏はその࿴ኌ㐍行に‽じ

てస᭤されている。᪕ᚊをᨭえるその࿴ኌ㐍行を理ゎするためには、ྛ ࿴音のᵓ成をᵓ成音間の音程、

すなわࡕᗘ数のุ定の௙⤌みを正しく理ゎすることが基本となる。 

本学現行࢟ࢸスト『こどもと音楽』の「音程」の❶に࠾いて、Ⲉᮌ㔠࿃氏は、「(２)長２ᗘ(Major 

2nd)・・・඲音１個(２༙音に相当)からなる音程です。 (３)短２ᗘ(Minor 2nd)・・・༙音１個から

なる音程です。」㸦45 㸧とㄝ᫂し、３ᗘ音程以上はḟのようにゎㄝされる。「(４)長３ᗘ(Major ３ࢪー࣌

nd)・・・඲音２個からなる音程です。 (５)短３ᗘ(Minor ３nd)・・・඲音１個と༙音１個」・・・・・

「(14)᏶඲ 8 ᗘ(Perfect 8th)・・・඲音 5 個と༙音 2 個」と、ྛ音程をㄝ᫂し、さらに␗ྡ同音、0

༙音から 12 ༙音までがྛ音程でどのように表記されるかをヲ細に記述している。 

 1 ᗘから㸶ᗘまでのྛ音程のとらえ方を、学習の入門ẁ㝵から඲音と༙音でㄝ᫂する方法は、ࢵࣛࢡ

シࢡࢵ音楽⏺でᚑ᮶からᗈく一般的であった。音大入ヨ向けの楽඾もしかり、ᩍဨ㣴成ㄢ程・保育ኈ㣴

成ㄢ程向けの入門的楽඾᭩もしかりである。しかし、実㝿には鍵盤楽ჾに初めてྲྀり⤌ࡴ学生にとって、

この「඲音の数と༙音の数」でのゎㄞがᐜ᫆ではないようである。音程の基音が㯮鍵である場合はさら

に難ゎとなるらしい。ࣛࣈスࣂンࢻ➼の楽ჾ演奏経験があるとしてもピアノ経験の少ない学生ほどこの

ഴ向は㢧著であり、㧗校音楽の㑅ᢥが↓い上に小・中学校の音楽科授業でのᩍᮦ楽ჾ以እ音楽経験ⓙ↓

で入学してくる学生は、ࢯル࢙ࣇーࣜࢻࣗࢪルの音程正ゎ⋡が⏒ࡔపいのが現≧である。 

他方、近年では学生向けの楽඾に関する著᭩の中には、༙音のみで音程をㄝ᫂するものがฟてきた

(注㸴)。 

᏶඲༠࿴音程 

  ᏶඲１ᗘ・・・０༙音 

  ᏶඲４ᗘ・・・５༙音 
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  ᏶඲５ᗘ・・・㸵༙音 

  ᏶඲㸶ᗘ・・・12 ༙音㸻１ࢡ࢜ターࣈ 

୙᏶඲༠࿴音程 

  短 3 ᗘ・・・・３༙音 

  長 3 ᗘ・・・・４༙音 

  短 6 ᗘ・・・・㸶༙音 

  長 6 ᗘ・・・・㸷༙音 

୙༠࿴音程 

  短 2 ᗘ・・・・１༙音 

長２ᗘ・・・・２༙音 

短 7 ᗘ・・・・10 ༙音 

長 7 ᗘ・・・・11 ༙音 

すなわࡕ、音程をุ定するためのゎㄝは、そのスタートから「༙音単位」なのである。音程のᴫᛕ

の๓ᥦがࣛࣗࢳࢼルスࢣールであり、඲音㝵から༙音㝵࡬と㐍んでいくᚑ᮶の楽඾の⪃え方とは大き

く␗なっている。 

⚾は、この「༙音単位」のᛮ⪃を୕࿴音(triad)について当てはめてみた。     

小㇂野氏に‽ずれば、音程の基音となる鍵盤は０とするから、長୕࿴音(㹫ajor triad)については㉳

点となる᰿音は 0 である。すると、➨ 3 音は長 3 ᗘなので４༙音。➨ 5 音は᏶඲ 5 ᗘなので 7 ༙音。

これを数್໬すると、０・４・㸵と表記することができる。 

同ᵝに、短୕࿴音(minor triad)・ῶ୕࿴音(diminished triad)・ቑ୕࿴音(augmented triad)につい

て当てはめてみる。 

短୕࿴音は、➨ 3 音が短 3 ᗘで 3 ༙音、➨ 5 音は᏶඲ 5 ᗘで 7 ༙音。ῶ୕࿴音は、➨ 3 音が短 3

ᗘで 3 ༙音、➨ 5 音はῶ 5 ᗘで 6 ༙音。ቑ୕࿴音は、➨ 3 音が長 3 ᗘで 4 ༙音、➨ 5 音がቑ 5 ᗘで

8 ༙音となる。 

数್໬したものを以下に示す。 

           長୕࿴音(major triad) 

             長 3 ᗘ(᰿音と➨ 3 音)㸩短 3 ᗘ(➨ 3 音と➨ 5 音)・・・・࠙ ０・４・㸵  ࠚ

           短୕࿴音(minor triad) 

             短 3 ᗘ(᰿音と➨ 3 音)㸩長 3 ᗘ(➨ 3 音と➨ 5 音)・・・・࠙ ０・３・㸵  ࠚ

           ῶ୕࿴音(diminished triad) 

             短 3 ᗘ(᰿音と➨ 3 音)㸩短 3 ᗘ(➨ 3 音と➨ 5 音)・・・・࠙ ０・３・㸴  ࠚ

           ቑ୕࿴音(augmented triad) 

             長 3 ᗘ(᰿音と➨ 3 音)㸩長 3 ᗘ(➨ 3 音と➨ 5 音)・・・࠙ ０・４・㸶  ࠚ
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᰿音がᖿ音であれὴ生音であれ、言い換えればどのⓑ鍵からでも、どの㯮鍵からでも計数すること

で、上記 4 ✀の୕࿴音すなわࡕ major triad・minor triad・diminished triad・augmented triad の

基本ᙧを鍵盤で特定することができる。 

ではᅄ࿴音(または୐の࿴音・ࣈࢭンスࢥーࢻ)ではどのようになるか。ᅄ࿴音はᵓ成音が 1 個ቑえ

ることにより、᰿音から長 7 ᗘか短 7 ᗘを㔜ࡡるかで 9 ✀となり、それࡒれ数್໬が可能である。 

           長୕࿴音㸩長 7 ᗘ (major seventh chord) 

                         長୐の࿴音・・・・࠙ ０・４・㸵・11ࠚ 

           長୕࿴音㸩短 7 ᗘ (dominant seventh chord) 

                                      ᒓ୐の࿴音・・・・࠙ ０・４・㸵・10ࠚ 

           短୕࿴音㸩短 7 ᗘ (minor seventh chord) 

                                      短୐の࿴音・・・・࠙ ０・３・㸵・10ࠚ 

                      短୕࿴音㸩長 7 ᗘの࿴音(minor major chord) 

                                           ・・・・࠙ ０・３・㸵・11ࠚ 

ῶ୕࿴音㸩ῶ㸵ᗘ (chord of diminished seventh) 

                                    ῶ୐の࿴音・・・・࠙ ０・３・㸴・㸷ࠚ 

           ῶ୕࿴音㸩短 7 ᗘの࿴音(minor seventh flat 5th chord) 

                                                ・・・・࠙ ０・３・㸴・10ࠚ 

           ῶ୕࿴音㸩長 7 ᗘの࿴音(minor major seventh flat 5th chord) 

                                                ・・・・࠙ ０・３・㸴・11ࠚ 

ቑ୕࿴音㸩長 7 ᗘの࿴音(major seventh sharp 5th chord) 

                                                ・・・・࠙ ０・４・㸶・11ࠚ 

           ቑ୕࿴音㸩短 7 ᗘの࿴音(dominant seventh sharp 5th chord) 

                              ・・・・࠙ ０・４・㸶・10ࠚ 

以上のように、どの鍵盤であっても㉳点(᰿音)となる鍵盤を０とし、₃れなく༙音を計数すればす

べての࿴音の基本ᙧを鍵盤で特定可能となる。 

また、これら数Ꮠの㓄ิからそれࡒれのᵓ成音間の音程も理ゎがᐜ᫆である。౛えば４༙音は、␗

ྡ同音によって、஬⥺譜上の「➢㢌」の位置関ಀにより㔜ቑ 2 ᗘあるいはῶ 4 ᗘと音程がู物になっ

てしまう。しかし、࿴音が 3 ᗘ音程の積み㔜ࡡというཎ理、᰿音と➨ 3 音の音程は 3 ᗘ、᰿音と➨ 5

音の音程は 5 ᗘ、➨ 3 音と➨ 7 音の音程も 5 ᗘというཎ理、᰿音と➨㸵音の音程が 7 ᗘというཎ理

のࡺえに、ྛᵓ成音を示す数Ꮠの多いほうから少ない数Ꮠをᘬけば、ྛ音程のุูはᐜ᫆になるので

ある。ྛ数Ꮠのᕪが 

① 3 ᗘの場合、４なら長 3 ᗘ。３であれば短 3 ᗘ。５であればቑ 3 ᗘ。 

② 5 ᗘの場合、㸵なら᏶඲ 5 ᗘ。㸴であればῶ 5 ᗘ。㸶であればቑ 5 ᗘ 
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③ 7 ᗘ場合、11 なら長 7 ᗘ。10 であれば短 7 ᗘ。㸷であればῶ 7 ᗘ 

以上のように、୕࿴音とᅄ࿴音のすべてを数್໬した。では、この数ิの᭷効ᛶを、ල体的なこど

ものḷの伴奏ㄢ㢟としてどのように学生の学習の場࡬導入していくのか？実㊶では、こどものḷの大

譜表の上部に記されているアル࢓ࣇベࢵト、すなわࡕ「ࢥーࢿࢻー࣒」のゎㄞに応⏝させることに直

結させる。実㊶のࣔࢹルの 1 つをḟに示す。 

�㸰�ᴦ㆕にグ࠸࡚ࢀࡉる࣒࣮ࢿࢻ࣮ࢥにࡼるకዌ௜け 

 個人的に楽ჾを専門的に学んできた一部の学生以እは、音ྡ(pitch names)をఀᘧにㄞࡴように学

校音楽科ᩍ育によってᚭ底されてきた。いわࡺる「ࢻ・レ・ミ・ࢯ・࢓ࣇ・ࣛ・シ」である。ࢥーࢻ

と⡿ᘧ音ྡの「C・D・E・F・G・A・B」「～レ・ミ・ࢻ」のㄞゎにᚲ要なのが、ඛず、この࣒ーࢿ

との相஫変換に័れることが♏となる。学生にとって日本音ྡよりはるかに័れ親しんできたఀᘧ音

ྡから、さらに㥆ᰁみのⷧい⡿ᘧ音ྡに変換するのはᐜ᫆ではないが、アル࢓ࣇベࢵトのスタートと

なる「A４」が「基‽音㧗」となった経⦋をㄝ᫂すると理ゎし᫆い。同時に㧗音部記号とప音部記号

がそれࡒれ「G」と「F」に⏤᮶するㄝ᫂は、ప音部記号の譜表からの音㧗ุูをⱞ手(さらに一部は

㧗音部記号もⱞ手)と感ずる学生にᑐし、஬⥺記㍕の音㧗シス࣒ࢸの෌確認をಁすことにも㏻じる。      

6WHS��  ࡃᕥᡭ࡛ᙎࢆの᰿㡢ࢻ࣮ࢥ

トを⡿ᘧ音ྡとしてㄞみఀᘧ音ྡࢵベ࢓ࣇは、譜表の上部に記されている。このアル࣒ーࢿࢻーࢥ 

に変換、左手でのみ単音で弾かせる。楽᭤はスࣜーࢥーࢻ(୺要୕࿴音)のみでస᭤されたࣁ長調の楽

᭤がᮃましい。以下に、ࢥーࢻ㐍行 CFGC を౛に挙げてみる。 

 C major triad から F major triad、さらに G major triad と㐍行する場合、᰿音として左手の音࡬

を㑅ᢥする時には、ඛず C３(ࣁ音)を㑅ᢥさせるのがጇ当であࢁう。ḟに F３(࣊音)に上᪼ЍG３(ト音)

ЍC３でゎỴ、ᡈいは C３ЍF２(࡬音)に下降ЍG２(と音)ЍC3でⴠࡕ╔くか、後にスタンࢲーࢻな Bass

㐍行となるこれらの単音の୪ࡧを、ప音部譜表によってᯈ᭩でのゎㄝと実㝿の鍵盤を⏝いて 2 つのࣃ

ターンの音のὶれの㐪いを⫈きྲྀらせると良い。このẁ㝵では࣒ࣜࢬは้まず、ࢥーࢻが変わるまで

保ᣢするか、2 小節以上同一のࢥーࢻの場合はྛ小節の一ᢿ┠で㐃打とする。 

6WHS�� ྑᡭのḷの᪕ᚊࡏࢃྜ࡜る 
Step1 で習得した左手 Bass 㐍行に஌せて、右手でḷの᪕ᚊを合わせる。一ཱྀに右手で᪕ᚊを弾く

のも、᪕ᚊの音ᇦがᗈさに比౛してピアノ経験者とᮍ経験者の間には習得(ᢿ節感のᏳ定した⁥らか

な演奏)するまでに時間的ࢵࣕࢠプが生じる。ࣂイ࢚ル➼のピアノ入門᭩とは␗なり、ḷの᪕ᚊには

運指の合理ᛶがないからである。ᮍ経験者は、1 が㸵ᗘ以上にᗈがる音ᇦでは᭷効な運指をࢬレーࣇ

自分で⪃えฟすことは難しい。この場合は一᪦、見ษり発㌴して Step3 に㐍ࡴ。 

6WHS�� ྑᡭ࡛ྛࢆࢻ࣮ࢥసࡾฟࡍ 
このẁ㝵で、Step1 で習得ฟ᮶た左手の Bass 㐍行に、右手でࢥーࢻを஌せていくスタイルを習得
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させる。඲て基本ᙧで鍵盤を㑅ᢥさせる。C major triad の᰿音を左手でᢲさえているから、そこか

ら 1 上のࣈターࢡ࢜ C４(ピアノ中ኸに位置する 1 点ࣁ)。これを㉳点の０として࠙０・４・㸵ࠚの４

と㸵に相当する➨ 3 音と➨ 5 音の鍵盤が E４・G４となる。同ᵝに F major triad、G major triad の 3

つの鍵盤を㑅ᢥさせ᭱初の C major triad の鍵盤にもどる。 

ンルの࿴ኌ学からするとすでに⚗๎を≢しているが、しばらくは基本ᙧを確実にࣕࢪࢡࢵシࢵࣛࢡ 

理ゎ・実㊶させるために、あえて⚗๎のゎㄝはせず、ࣁ長調の楽᭤でスࣜーࢥーࢻ以እもྵࡴ楽᭤࡬

と㐍ませる。スࣜーࢥーࢻに័れると D minor triad・A minor triad・E minor triad の࠙０・３・

㸵ࠚと B diminished triad の実㊶によりḟ➨に短時間で཯応できるようになる。1960 年代以降、ᅜ

内で発表されてきたこどものḷにはࣁ長調の楽᭤であっても Cݡdiminished triad を経て D minor 

triad の㐍行や࡬ double dominant chord・secondary dominant も౑⏝されている㢖ᗘは㧗い。D 

major triad ・E major triad や G minor triad、major seventh chord(長୐の࿴音) も楽᭤中に౑⏝

されるࢥーࢻは඲て計数によって特定できる。 

6WHS�� ➨୍㌿ᅇᙧ࡜➨஧㌿ᅇᙧのά⏝ 

 基本ᙧのみのࢥーࢻの㐃結は、右手のポࢪシࣙン⛣動に大きなࣜスࢡが生じる。スࣜーࢥーࢻとそ

れ以እのࢥーࢻ(๪୕࿴音)にも㡰応してくると、そこでポࢪシࣙン⛣動の┬ࢿ࢚をᅗるための㌿ᅇᙧ

を౑⏝する指導にษり᭰える。学生には、㐃結させる࿴音間の「同じ音には同じ鍵盤。一人஧ᙺ」が

理ᒅよりもストレートに理ゎされるようである。同時に右手のࢥーࢻにࣜࣃ࣒ࢬターンを、余⿱ある

学生には᭦に左手の Bass 㐍行にもࣜࣃ࣒ࢬターンを導入することをಁす。 

6WHS�� ぶ㏆ㄪ࡬のᛂ⏝ 

長調の楽᭤で鍵盤を計数するスタイルで័れたẁ㝵で、５ᗘᅪにᚑって親近調に当たる楽᭤に㐍ࣁ

は何ࢻーࢥ長調とのඹ㏻スࣜーࣁの確認、そしてࢻーࢥシࣕープ⣔ならばඛず、ト長調のスࣜー。ࡴ

か？・その機能の㐪いは何か？を確認させることがᚲ㡲である。続いて同ᵝに、ト長調とニ長調との

比較。ࢵࣛࣇト⣔ならばࣁ長調と࡬長調・࡬長調と変ロ長調➼、ᚎ々に஬ᗘᅪを㐍める。 

ᚑ᮶から័れ親しんできた❺ㅴやこどものḷの多くは、その調号のݟ・ݡが数個程ᗘに␃まってい

る。近年はアニ࣓ࢯングから発生した楽᭤が保育現場に多く活⏝されているが、ݟ・ݡの多い調号の

ཎ᭤もᏑ在する。保育者向けに⡆᫆໬してࣁ長調でฟ∧される౛もみられるが、幼ඣの発ኌ音ᇦにそ

であれば、ཎ調で調号にᗄつもの࣒ーࢿࢻーࢥるを得ない。しかしࡊを生じࢡわないというࣜスࡄ

の実㊶は確実である。そして指導のࢻーࢥが一見難ゎにᛮえても、計数すればࢻーࢥがついてݟ・ݡ

上でᛀれてならないのは、どの調ᛶであっても࿴音の㐃結にはព味と⛛ᗎがあること、すなわࡕスࣜ

ーࢥーࢻの特定とࢹ࢝ンࢶを理ゎさせることである。 

㸱．⤖ㄽ 

୕࿴音・ᅄ࿴音の数್໬をࢥーࢿࢻー࣒ゎㄞに⧅げ、その指導実㊶ࣔࢹルを๓❶で示したが、㞟ま
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る学生の群内部の≧ἣ、すなわࡕピアノ経験者とピアノᮍ経験者の比⋡、楽ჾ経験にᙳ㡪されない部

分での理ゎ力、個人レベルでの音楽との関わりの深さや興味関心の程ᗘによって、その指導手㡰と実

㊶内ᐜにはᵝ々な応⏝の可能ᛶがある。 

しかし、どのような指導手㡰を㋃ࡴにしࢁ、本学在⡠中にࢥーࢿࢻー࣒のゎㄞを確実にさせ、ࢥー

を実㝿に鍵盤で࿴音として㡪かせ生き生きとした弾きḷいを可能とさせることを┠ᶆに指導をしࢻ

たいと⪃える。᭱ప㝈、୕࿴音の４つの triad に㏻じれば、ᅄ࿴音の㸷✀㢮のࢥーࢻの数ิを覚えな

くとも現場では弾きḷいの実㊶には⪏え得る。個々の学生の理ゎᗘと実㊶能力に応じてᚎ々に「౑え

るࢥーࢻ」をቑやしていけば良い。 

これまでアࢼログなᤊえ方のみでᩍえられてきた࿴音をᩒえて数್໬した⚾のᛮ⪃の⫼ᬒには現

代♫఍の変໬が大きな要ᅉとなった。௒⚾たࡕの生活のあらࡺる場㠃で、情報の処理に数ิが౑⏝さ

れている。身近ではᦠᖏの㟁ヰ␒号、ス࣐ート࢛ࣇンのࣃス࣡ーࢻやその他多くの確認ࢥーࢻなど、

挙げれば㝿㝈は↓い。日ᖖ生活の身近な場㠃に࠾いて、我々指導者の年代に比べ、はるかに学生は、

情報のࢪࢹタル໬に័れているのである。また、⚾が幼ඣᩍ育学科でᩍえ始めた頃は、保育ኈ向けこ

どものḷのḷ㞟には大譜表の下方に࿴音記号が記㍕されたものを見かけたが、近年初∧のものでは見

たことがない。大譜表の上方にࢥーࢿࢻー࣒を記㍕する⦅㞟ᵝᘧに⛣行しているのである。ᚑ᮶とは

␗なる新しいᗄつかのල体ᵝᘧを挙げる。 

①  単音のみで成立しているがそのまま Bass ࣛインとして฼⏝できるప音部譜表と、㧗音

部譜表の右手が᪕ᚊとの 2 ẁ譜表。このタイプのḷ㞟は、右手はࢥーࢻのアレンࢪに᭰え

ることができる。 

②  㧗音部譜表のみの一ẁ譜表。これは㧗音部譜表にḷの᪕ᚊが記されるのみで、左手の伴

奏➢譜は↓い。ࢥーࢿࢻー࣒に‽じて、左手は奏者が伴奏をアレンࢪし右手の᪕ᚊとアン

サンࣈルをする。໚論、ࢥーࢿࢻー࣒に‽じる୧手での伴奏アレンࢪも可能である。 

③  ᚑ᮶ᆺの 2 ẁ譜表(㧗音部譜表がḷの᪕ᚊ、ప音部譜表が⡆単伴奏)とともに、ࢥーࢿࢻ

ー࣒をルࣅで記㍕したḷモをู記㍕したもの(注㸵)。ࢥーࢻ௜きḷモの記㍕は、ࢠター伴奏

が᝿定されたものであるが、保育者がその᪕ᚊをゎっているのであれば、このḷモの上の

アル࢓ࣇベࢵト(ࢥーࢿࢻー࣒)のみでピアノの伴奏௜けが可能である。 

上記のような特徴をᣢつḷ㞟がฟ∧されるようになったのはなࡐか？それは、一㔜に現代♫఍の変

໬にᑐ応するためである。学生に㝈定してみてもス࣐ート࢛ࣇンのฟ現は、学生ྛ々のୡ⏺ほを大き

く変えた。他者とのࢥミࣗニࢣーシࣙンࢶールとしては↓論のこと、アプࣜの࢘ࢲンローࢻによって

⧅がる࢚ࣜアは↓㝈であり、音楽関㐃に⤠ってみても、Youtube などの動⏬はḟ々に㐃動し㝿㝈なく

ほ続けることができ、音※・楽譜は一᭤単位で個人㉎入ができる。また౛えば、ある楽᭤ྡで検⣴を

すればࢥーࢿࢻー࣒௜きのḷモが得られ、༙音単位でࢥーࢻの⛣調も自⏤自在である。 

そして、学生個人の音楽の㊃向は細分໬、ࣁイレベル໬している。音楽に興味のある学生のྛ々ྲྀ
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得する音楽情報が、20 年๓のそれとは比較にならない程ቑຍしているからである。指導現場では、

ㄞ譜が൷ならなくとも、「表現」࡬のḧ求の㧗い学生は┠立つ。多くの音※を⫈いて࠾り音楽的感ᛶ

も㇏かなものをᣢっているのである。ᡤㅝ「⪥ࢥピー」能力が育っていて、中には難ゎな記譜となる

ような࣒ࣜࢬアレンࢪをⱞປなく体現できる学生もいる。また、本学࢟ࢸストのࣂイ࢚ルㄢ㢟でຎ➼

感に⦡られる≧ἣから一㌿、ࢥーࢿࢻー࣒によるアレンࢪ伴奏を๰りฟす実㊶過程に࠾いて一Ẽにࣔ

、というඹ㏻の情報でありながら࣒ーࢿࢻーࢥ。ベーシࣙンと㞟中力が㧗まる実౛をも多く見てきたࢳ

学生はそれࡒれの音楽的ス࢟ルに相応した伴奏を๰る。アレンࢪ伴奏を๰るとは、自分自身の音楽的

感ᛶを⫯定し、Only one なୡ⏺を⠏くことでもあるのࡔ。 

日本は音楽科ᩍ育にすὒ音楽をྲྀり入れて以後、஬⥺による楽譜を正確な伝ᢎ手ẁとして活⏝し音

楽ᩍ育を行ってきた。ㄞ譜力を๓ᥦとした専門的知㆑と演奏能力をᣢࡕ合わせる人ᮦが少ない保育現

場にᑐ応して、ཎ᭤本᮶の演奏難ᗘをᖹ᫆にすること、すなわࡕ、より⡆単な伴奏௜けとより少ない

㯮鍵で演奏可能なように⛣調するという方向ᛶをもって、これまでに多くのḷ㞟が⦅㞟されฟ∧され

てきた。他方、஬⥺と音➢を౑わずに⡆₩に࿴音を表すことのできる「ࢥーࢿࢻー࣒」による伴奏௜

けの指導┠的は、ㄞ譜がⱞ手な学生に楽譜に᮰⦡されての「弾くこと」の㈇ᢸをῶらし、「ḷうこと」

の発ኌや表現に㞟中させること、「弾きḷいが楽しい」と感じる経験を積ませること、保育現場にᑵ

くまでに一᭤でも多くこどものḷの弾きḷいレࣃートࣜーをቑຍさせることである。また、ࢥーࢿࢻ

ー࣒は、専門的に㧗ᗘな技能をᣢつ音楽家にとっても、㈨㉁能力のᕪがある者同ኈでも、大変౽฼な

 。ールなのであるࢶーシࣙンࢣミࣗニࢥ

ᚑ᮶㏻り、基本的なピアノ奏法と大譜表のㄞ譜トレーニングは、本学のᩍ育࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝に࠾いて

ᚲ㡲である。ᖹ行して、ࢥーࢿࢻー࣒の確実なゎㄞ力と実㊶力との育成はḞかすことのできない要⣲

となるはずである。 
(注１) 古屋晋一『ピアニストの脳を科学する』᫓⛅♫、2012。 

(注２) 古屋晋一『ピアニストの脳を科学する』᫓⛅♫、2012、p.㸵。 

(注３) 古屋晋一『ピアニストの脳を科学する』᫓⛅♫、2012、p.１２。  

(注４) 古屋晋一『ピアニストの脳を科学する』᫓⛅♫、2012、p.１２。 

(注５) 古屋晋一『ピアニストの脳を科学する』᫓⛅♫、2012、p.１４。 

(注㸴) 小㇂野ㅬ一『よくわかる楽඾のᩍ科᭩』ࣖࣁ࣐ミࣗー࢕ࢹ࣓ࢡࢵࢪア、2011。 

(注㸵) 新ἑとしࡦこ・中ᕝࢁࡦたか・野⏣⨾ె・くにἙ内『SONG BOOK』アスࢡ・ミࣗー2002、ࢡࢵࢪ。 

   新ἑとしࡦこ・中ᕝࢁࡦたか・野⏣⨾ె・くにἙ内『SONG BOOK』アスࢡ・ミࣗー2003、ࢡࢵࢪ。  

      新ἑとしࡦこ・中ᕝࢁࡦたか・野⏣⨾ె・くにἙ内『SONG BOOK』アスࢡ・ミࣗー2004、ࢡࢵࢪ。    

新ἑとしࡦこ・中ᕝࢁࡦたか・野⏣⨾ె・くにἙ内『SONG BOOK』アスࢡ・ミࣗー2005、ࢡࢵࢪ。 
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